
伊 能 忠 敬第26回

D i s c o v e r  C h i b a

誇る誇るがが千葉

日本一 千葉県PRマスコット
キャラクター　チーバくん
千葉県許諾第A3-45

《今回の日本一》

・わが国初の実測日本地図を作成

伊能忠敬
大日本沿海輿地全図_関東（部分）
東京国立博物館蔵
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　佐原村（現・千葉県香取市佐原）で酒造業を営んでいた伊能忠敬は、商売を息子に譲り、幼少期
から興味があった天文暦学を学ぶために50歳で江戸へ出ました。そして、55歳となった寛政12年
（1800年）から文化13年（1816年）の17年間にわたって日本全国を実際に歩いて周り、距離や

方角を測りながら文字通り日本のカタチを実測しました。忠敬たちの測量隊が17年
の間、10回に分けて測量して歩いた距離は、約40,000kmで、なんと地球1周分と
同じ長さとなりました。
　　忠敬は、文政元年（1818年）に73歳で亡くなりましたが、忠敬の意志を継
いだ弟子たちによって地図作りは続けられ、3年後の文政4年（1821年）に
日本初となる実測日本地図「大日本沿海興地全図」（伊能図）が完成しまし
た。その地図には、海岸線と主要な街道が描かれていて、目印にした山や島
からは朱線がたくさん引かれています。下の日本地図（※）は、日本全体を
8枚に分けて書いた中図で、1枚の大きさが約2m×1.5mもあります。
　10回の実測のうち、前半の4回の測量は忠敬が費用の多くを出して東日
本を測り終えましたが、地図の正確さに感心した幕府は、後半となる西日本の
測量のための費用を負担してくれました。出来上がった伊能図は幕府に提出さ
れ、正確な日本地図として大正時代までの約100年間使用されました。幕府に提
出した地図の正本は明治6年の皇居火災で焼失してしまいましたが、写された地
図が全国各地に残されています。伊能忠敬記念館に展示されている地図の多く
は、佐原の伊能家に残されていた地図です。

◎延享2年（1745年）0歳
　忠敬上総国山辺郡小関村（現・九十九里町）に生まれる
◎宝暦12年（1762年）17歳
　忠敬と改名。佐原村伊能家のミチの婿養子となる
◎天明元年（1781年）36歳
　佐原村本宿組名主となる
◎寛政6年（1794年）49歳
　隠居して、家督を長男景敬に譲る。通称を勘解由と改める
◎寛政7年（1795年）50歳
　江戸へ出て、深川黒江町に住む。高橋至時の弟子となる
◎寛政12年（1800年）55歳
　（第1次測量）東北・北海道南部測量
◎享和元年（1801年）56歳
　（第2次測量）関東・東北東部測量
◎享和2年（1802年）57歳
　（第3次測量）東北西部測量
◎享和3年（1803年）58歳
　（第4次測量）東海・北陸測量

◎文化2～ 3年（1805年～1806年）60～61歳
　（第5次測量）畿内・中国測量
◎文化5～ 6年（1808年～1809年）63～64歳
　（第6次測量）四国測量
◎文化6～ 8年（1809年～1811年）64～66歳
　（第7次測量）九州1次測量
◎文化8～ 11年（1811年～1814年）66～69歳
　（第8次測量）九州2次測量
◎文化12～ 13年（1815年～1816年）70～71歳
　（第9次測量）伊豆七島測量（忠敬は不参加）
◎文化13年（1816年）71歳
　（第10次測量）江戸府内測量
◎文政元年（1818年）73歳
　八丁堀亀島町の屋敷で死去
◎文政4年（1821年）
　大日本沿海輿地全図（大図214枚・中図8
　枚・小図3枚）及び大日本沿海実測録
　（14巻）が完成

伊能忠敬が全国を測量してまわり、作成した地図は

実測によるわが国初の日本地図！

伊能忠敬略年表 ▲量程車《国宝》（りょうていしゃ）
　車輪の回転で距離をあらわす器具。

忠敬は、55歳から71歳までの
約17年間の測量中、毎日日記
を書き留めていました。
そこには10回に及ぶ測量経路
の詳細が記されています。

▲測量日記《国宝》

▲垂揺球儀《国宝》
　（すいようきゅうぎ）
振り子が1日
約59,000カウント
することを利用して、
経度測量に用いました。 伊能忠敬

大日本沿海輿地全図（中図8枚）
東京国立博物館蔵
Image:TNM Image Archives
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インタビューインタビュー

忠敬が婿入りし、江戸へ出るまでの33年間を過ごした町。
その足跡を辿り、巡る佐原は、学びと観光が同時に叶います。

NPO法人　
小野川と佐原の町並みを考える会
副理事長吉 田 昌司さん

　17歳で九十九里から佐原の名門伊能家の婿養子となり、30数
年の間、家業を今まで以上に発展させ、50歳からは念願だった天
文暦学を学び、実測日本地図の制作に尽力したのが忠敬です。本
来であれば1度しかない人生を2度生きた、それが忠敬ではないで
しょうか。1度目は商人としての人生、本来ならその成功で良しと
するのに、第2の人生は幼い頃から好きだった学問を追求し、地理
学者として世のために尽くしたわけですね。しかも、江戸時代は
「人生50年」で、平均寿命は62歳という時代。50歳から学問を始
め、72歳まで地図作成に尽力できたのは、強い意思と、何よりも健
康であったからこそだと思います。そんな忠敬の人間性などを日
記や書簡などから知るにつ
れ、私も彼と同じように自分

の人生の後半は世の中の人の役に立ちたいと65歳で仕事
を辞め、千葉県初のボランティアガイドとなり、忠敬の足跡
を辿りながら、東京にはすでにない江戸の町並みが残る佐
原を案内しています。小学生から中高年の方々まで、幅広い
世代の方々にたくさんの学びと観光の楽しみを提供できる
所です。ぜひお出かけになってみてください。

▲東日本大震災で被災し修復工事が完了
　した、伊能忠敬旧宅

実は基本に忠実なことを繰り返しただけ。

伊能忠敬の測量方法！
　当時、伊能忠敬たち測量隊の作業を観察していた同時代の測量家に
よると「伊能たちは特別なことはしていない」と書き残しています。彼ら
の行った測量術は、実は田畑や宅地を測るのと同じ方法だったそうです。
距離を計測しはじめた頃は、忠敬自身が歩測をしていましたが、第2次測
量では麻の縄で作られた間縄（けんなわ）が併用されるようになりまし
た。さらに第3次測量以降になると、より精度を高めることができる鉄鎖
（てっさ）と呼ばれる1尺（約30cm）の鉄線が使われるようになり、進化し
ていきました。測量作業は誤差との戦いで、とにかく単純な測量方法で、
広範囲をていねいに測ることが一番大事なことだったようです。つまり、
誤差を減らす工夫を徹底して行い、日本地図を完成させたと言えるでしょ
う。その工夫で最も功を成したのは、天体観測を併用したことです。忠敬
の測量は緯度1度の歩測から始まったこともあり、天体観測の併用は伊能
測量の大きな特徴でもありました。

杖の先に羅針盤をつけたもので、
忠敬が最も使用した器具の一つ
です。

象限儀

遠くの山や島への方位
を測るための方位磁石盤。

導線法とは
測線に沿い距離と方位（角度）を測りながら前進する
測量法。

交会法とは
見通せる山などの共通目標物の方位を測り誤
差を補正する方法。「導線法」の誤差を

修正する方法の一つが、
「交会法」です。
各測点から共通して見
える目標を探します。通常、高い山などがそれになります。各測点
から共通の目標物を見たときの方位角が２重半円の角です。もし、
距離ABを誤ってAB’と測定していたとしたら、B’点から方位角を振
っても目標物に定まりません。こうして誤差を発見したり修正を繰
り返しながら進んでいくのです。

▲間縄
けんなわ

▲鉄鎖
て っ さ

▲彎窠羅鍼
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中象限儀
▲ちゅうしょうげんき

▲小象限儀で
　 勾配を
　　　測る。

　
しょうしょうげんき

半円方位盤 ▲はんえんほういばん

天体観測を行う測
量器具です。全国測
量約3,700日の期間
中、1,000ヶ所以上の
場所で天体観測を
行いました。
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測量隊が
御用（国の仕事）
であることを示す
ために、作業の
ときに旗を立てました。
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ホームページでバックナンバーもご覧いただけます。
　
京葉銀行　千葉の日本一
　

2014.11（次回発行／2014年12月24日）取材協力・写真提供・撮影協力／伊能忠敬記念館　東京国立博物館　香取市経済環境部商工観光課　NPO法人小野川と佐原の町並みを考える会
　　　　　　　　　　　　　　 忠敬茶屋　油茂製油　（株）柏屋もなか店　（株）ぶれきめら

知ってる? 知らない?

●香取市周辺
　インフォメーション！

?

見どころスポット！

小江戸さわら小野川・町並舟めぐり
　　　

佐原公園の桜と伊能忠敬銅像
　 　 　

●問い合わせ／香 取 市 商 工 観 光 課
                TEL.0478-50-1212

●問い合わせ／株式会社ぶれ きめら
                TEL.0478-55-9380

　JR成田線佐原駅から徒歩5分の距離にある佐原公園
は、佐原が誇る「実測日本地図の作成者」伊能忠敬の銅像
が大正8年に建てられた市民憩いの場でもあります。園内
から市街地や利根川を一望できる場所には展望台や、子
供たちが伸び伸びと遊べる児童遊園などもあります。ま
た、春ともなれば、ソメイヨシノを中心に植えられた約
200本の桜が開花し、「さくら祭り」期間中には提灯や大
小600個のボンボリで艶やかにライトアップされます。

　船頭さんが説明してくれる小野川や商都・佐原の歴史
などを聞きながら、小野川を小舟で巡るひとときは趣きが
あります。川から見上げる歴史ある町並みは、舟運で栄え
た往年の佐原を偲ばせて、小江戸と呼ばれる情緒を味わ
うことができます。冬期は、舟内にこたつを入れてくれて、
足元を温かくしてくれる配慮が嬉しい。道を行く人が手を
振ってくれたり、船頭さんから地元の人しか知らない美味
しいもの、見どころ情報などが聞けるのも楽しみです。
●営業時間／ 9：00～ 16:00（夏は17：00まで）
　　　　　　大人1,200円　子供600円TEL.0478-54-1118　　

香取市佐原イ1722-1　　
●問い合わせ／伊能忠敬記念館

　江戸時代、17年の
歳月をかけて日本全
国を歩いて測量して
まわり、初めて実測に
よる日本地図を完成
させた伊能忠敬。平成
10年（1998年）に開館

した伊能忠敬記念館では、忠敬の人生を年代ごとに追い、偉
業の結晶である伊能図をダイナミックに紹介しています。館
内には、忠敬が50歳で江戸へ出るまで醸造業を営んでいた
「佐原時代」、勉学と日本中を測量して歩いた「全国測量」、測
量して作られた地図の数々を紹介する「伊能図の完成」、そし
て伊能図から広がっていった日本地図の歴史や楽しい世界
地図を楽しむ「地図の世界」の4つの展示コーナーがあり、回
遊しながら楽しめる構成になっています。この記念館が所蔵
する「伊能忠敬関連資料」2,345点は平成22年（2010年）に
国宝に指定されました。さらに、国宝の伊能図や測量器具は2
ヶ月ごとに展示替えを行い、来館者を感動させてくれます。

●開館時間／午前9時～午後4時30分
●休館日／月曜日（国民の祝日は開館）、年末年始
　　　　　　※伊能忠敬旧宅は年末・年始のみ休館です
　　　　　　※ホームページ上の、休館日カレンダーもご確認ください
　　　　　　　http://www.city.katori.lg.jp/museum/　　

●入館料／大人500円、小・中学生250円
　　　　　65歳以上は450円
　　　　　　※伊能忠敬旧宅は無料です

●駐車場／町並み観光駐車場隣接　70台　500円（1日）
　夏（7月）・秋（10月）の祭礼中とマラソン大会（12月）の
　当日は交通規制があります。

▲佐原時代　
伊能忠敬50歳までの前半生を紹介

日本全国を実測して地図を作った忠敬の偉業を紹介！

▲全国測量　
隠居してからの勉学と全国測量の行程を紹介

▲伊能図の完成
伊能図の数々を紹介

▲地図の世界
日本地図の歴史や、楽しい世界の地図を紹介

小 野 川 周 辺 で 見 つ け たお 薦 め グ ルメ& お 土 産

　伊能忠敬記念館に隣接する食事処
で記念館の開設と同時に開店。忠敬の
足跡を辿り、佐原散策を楽しむ方々御
用達のお弁当は、地元の食材を使用し
た優しい味付け。伊能氏関連の書籍も
販売している貴重なスポットです。

◎茶屋のお弁当￥1,050（税込）

●問い合わせ／忠敬茶屋（ちゅうけいちゃや）
　　　TEL. 0478-52-4862
　香取市佐原イ1903（三菱館隣り）
　営業時間／午前10時～午後6時
　定休日／月曜日
　

　餅米から作った皮で餡を包んだ「もな
か」専門の和菓子店。昭和2年から様々
なもなかを作り続けてきましたが、マカ
ロンにも似た一口もなかは、食べやすく
てかわいい。北海道産の小豆使用のつ
ぶあんと柚子あんの2種類があります。

◎一口もなか1個……￥45（税込）

●問い合わせ／株式会社柏屋もなか店
　　　TEL. 0478-52-3707
　香取市佐原イ５６９
　営業時間／午前8時30分～午後6時30分
　定休日／年中無休
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●問い合わせ／油茂製油
　　　TEL. 0478-54-3438
　香取市佐原イ-3398
　営業時間／午前9時～午後6時
　定休日／不定休
　

伊能忠敬記念館

　創業350年を誇る佐原のラー油・ご
ま油専門店の高級ラー油。一番絞りと
生絞りのごま油に唐辛子、花山椒、桂
皮、八角、陳皮など8種類の香辛料を
加えた無添加の本格調味料で、みそ汁
や炒め物、焼き肉などのスパイスにも。

はなさんしょう けい
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